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日
本
退
職
者
連
合
は
９
月
18
日
、
東
京
・
文

京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
２
０
２
５
全
国

高
齢
者
集
会
」
を
１
２
０
０
名
の
参
加
者
で
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
首

都
圏
を
中
心
に
37
名(

Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会

と
し
て
、
47
名)

が
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
同
様

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
創
作
和
太
鼓
で
し
た
。 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
先
の
第
29
回
定
期
総

会
で
新
し
く
選
出
さ
れ
た
野
田
那
智
子
会
長
は
、

「
日
本
政
府
に
非
核
三
原
則
の
遵
守
と
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
強
く
求
め
、
核
兵

器
廃
絶
１
０
０
０
万
署
名
を
成
功
さ
せ
よ
う
！

差
別
・
排
外
主
義
を
許
さ
ず
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

社
会
を
実
現
し
よ
う
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

連
合
か
ら
清
水
事
務
局
長
、
立
憲
民
主
党 

野

田
代
表
、
国
民
民
主
党 

浅
野
青
年
局
長
、
社
民

党 

ラ
サ
ー
ル
石
井
参
議
院
議
員
か
ら
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

              

宇
田
川
新
事
務
局
長
の
基
調
報
告
の
後
、
警
視

庁 

特
別
防
犯
対
策
監
、
杉 

良
太
郎
さ
ん(

俳
優)

の
「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に 

ど
う
貢
献
で
き

る
か
」
題
す
る
、
人
生
経
験
を
織
り
交
ぜ
た
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
昨
年
に
続
き
「
高
校
生
平
和
大
使
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
、
２
名
の
若
者
か
ら
報
告
が

あ
り
、
署
名
と
カ
ン
パ
を
参
加
者
で
取
り
組
み
ま

し
た
。(

２
０
２
６
年
は
９
月
15
日
で
す) 

                  

 

 

Ｊ
Ｒ
総
連
は
８
月
23
日
、
９
条
連
と
共
催
で
「
戦
後
80
年 

９
条
連
結
成

30
年 

即
時
停
戦
を
求
め
、
恒
久
平
和
を
創
造
す
る
8

.

23
集
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト
参
加
を
含
め
５
０
０
名
が
結
集
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ

Ｂ
会
か
ら
首
都
圏
を
中
心
に
65
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
Ｊ
Ｒ
総
連
山
口
浩
治
執
行
委
員
長
、
９
条
連
植
野

妙
美
子
共
同
代
表
、
９
条
連
北
陸
西
尾
雄
次
共
同
代
表
か
ら
、
戦
後
80
年
、

平
和
を
求
め
る
決
意
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
一
部
で
、
Ｊ
Ｒ
総
連
加
盟
単
組
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
報
告(

①
Ｊ

Ｒ
貨
物
労
組 

神
戸
・
海
員
組
合
「
戦
没
し
た
船
と
会
員
の
資
料
館
」、
②
５

連
協 

松
代
平
和
研
修
、
③
Ｊ
Ｒ
西
労 

広
島
原
爆
、
④
Ｊ
Ｒ
東
労
組 

沖
縄

平
和
研
修
報
告
、
⑤
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組 

国
内
初
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
実
射
訓

練)

が
あ
り
、
参
加
者
は
新
た
な
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
、
劇
団
文
化
座
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
青
年
部
員
に
よ
る
朗
読
劇

「
ガ
ザ
・
モ
ノ
ロ
ー
グ
」(

２
０
０
８
年
～
２
０
０
９
年
、
ガ
ザ
地
区
に
対

す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
空
爆
と
地
上
侵
攻
を
経
験
し
た
若
者
た
ち
30
名
が

書
い
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
集
、
パ
レ
ス
チ
ナ
市
民
の
声
な
き
声
を
伝
え
、
世
界
30

ヵ
国
以
上
で
上
演)

を
上
演
し
ま
し
た
。
今
も
ア
メ
リ
カ
の
支
援
を
受
け
る
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
っ
て
ガ
ザ
へ
の
空
爆
が
続
き
、
何
の
罪
も
な
い
市
民
が
命

を
失
い
ケ
ガ
を
し
、
十
分
な
食
料
も
な
く
不
衛
生
な
環
境
で
も
耐
え
忍
ん
で

い
た
市
民
は
、
住
み
慣
れ
た
家
を
追
わ
れ
、
命
か
ら
が
ら
避
難
の
選
択
を
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
即
時
停
戦
を
求
め
、
恒
久
平
和
を
創
造
す
る
こ
と
が
私
た

ち
の
焦
眉
の
課
題
で
す
。 

 

そ
の
後
、
防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
半
田
滋
さ
ん
よ
り
、
本
集
会
の
感
想

と
ア
ド
バ
イ
ス
と
「
”
今
”
伝
え
た
い
こ
と
」
と
題
し
た
問
題
提
起
を
受
け
、

９
条
連
と
と
も
に
各
地
か
ら
連
帯
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
確
認
し
、
集
会
は

大
成
功
に
終
了
し
ま
し
た
。 
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９
月
19
日
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条

壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
／
９
条
改
憲
NO
！
全
国
市
民
ア
ク

シ
ョ
ン
主
催
の
、
武
力
で
平
和
は
つ
く

れ
な
い
！
強
行
採
決
か
ら
10
年 

戦

争
法
廃
止
！
9.

19
国
会
正
門
前
大

行
動
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
総
連
・
９
条
連
の
仲
間
と
と
も

に
多
く
の
Ｏ
Ｂ
会
員
も
参
加
。
自
民
党

政
治
を
終
わ
ら
せ
立
憲
主
義
を
取
り

戻
す
た
め
、
10
年
ま
え
の
悔
し
さ
を

バ
ネ
に
「
戦
争
法
廃
止
！
９
条
守

れ
！
」
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。 

               

      

 

           

 

 

 

 

 

２３００人が国会前行動に！ 

 

 

 

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20250919004308.html


                   

 

         

        

                               

善
財
会
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「緑の風」ＪＲＥＵ  ＴＩＭＥＳ  ＯＢ版（ＯＢ会 ニュース  No304） 

 
                                         

 
 

                             

 
 
 
 
 
 

東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
７
月
26
日
、 

 
 
 
 
 

地
本
会
議
室
で
、
第
５
回
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
は
増

え
、
元
気
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

小
林
会
長
は
、
「
地
本
の
協
力
を
得
な
が
ら
レ
ク

や
足
尾
の
森
へ
の
研
修
な
ど
を
通
じ
、
会
員
相
互
の

絆
を
深
め
て
き
た
」
と
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
下
雅
意

委
員
長
か
ら
、
「
現
在
の
会
社
経
営
の
課
題
、
労
働

組
合
の
本
来
の
姿
、
東
労
組
は
い
か
に
た
た
か
う
べ

き
か
」
な
ど
、
自
分
の
経
験
し
て
き
た
こ
と
も
含
め
、

未
加
入
者
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
、
力
強
く
分
か
り

や
す
い
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

定
期
総
会
へ
の
返
信
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
54
名
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
に
関
す
る
内
容
が
多
く
、

ま
ず
は
体
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

懇
親
会
は
地
本
の
協
力
を
得
て
、
例
年
通
り
手
作

り
で
行
い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｂ
会
は
、
現
役
を
し
っ
か
り
支
え
共
に
歩
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。 

                      

  
 
 
 
 
 

横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
７
月
18
日
、 

茅
ケ
崎
市
勤
労
市
民
会
館
で
、
第
29

回
定
期
総
会
を
70
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
今
年
４
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
鳴
瀬
事
務

局
長
に
「
黙
祷
」
を
捧
げ
、
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
継
承
・

発
展
の
た
め
奮
闘
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

進
藤
会
長
・
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
参
加
者
か
ら

の
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
倉
茂
新
会
長
、
関
根

新
事
務
局
長
を
選
出
し
終
了
し
ま
し
た
。 

 

二
部
で
、
椀
田
委
員
長
よ
り
、
問
題
提
起
を
受

け
、
懇
親
会
は
、
住
所
を
横
須
賀
に
移
し
た
水
戸
地

本
・
川
崎
幹
事
を
含
め
、
感
想
・
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。 

                                       

  

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
１
万
人
組
織
実
現
に
向
け
、
全
組
合
員

の
力
を
結
集
さ
せ
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
加
入
を
決
意
し
た

仲
間
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
パ
ワ
ハ
ラ
の
横
行
、
そ
れ

を
許
す
会
社
を
変
え
た
い
」「
安
全
や
サ
ー
ビ
ス
で
こ
れ
以

上
お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
失
う
こ
と
の
な
い
会
社
に
し
た

い
」「
明
る
く
楽
し
く
働
け
る
職
場
に
し
た
い
」
な
ど
、
こ

の
会
社
を
利
用
者
に
と
っ
て
、
働
く
社
員
に
と
っ
て
よ
り

良
い
会
社
に
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。 

私
た
ち
Ｏ
Ｂ
は
、
鉄
道
の
復
権
、
会
社
の
発
展
、
社
員
・

家
族
の
幸
せ
実
現
の
た
め
た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
ロ
ー
カ
ル
線
を
残
し
て
ほ
し
い
」「
便
利
な
鉄
道
に
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
地
域
の
願
い
に
応
え
る
た
め
、
血
と
汗

と
涙
を
流
し
国
鉄
改
革
を
担
っ
た
の
で
す
。
車
掌
や
営
業

職
、
技
術
職
、
そ
の
職
を
極
め
る
こ
と
が
経
営
効
率
を
大

き
く
妨
げ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
全
て
の
夢
を
叶
え
ろ
！

な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

    

各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
総
会
が
全
て
終
了
し
ま
し
た
。
現
役
の

役
員
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
横
行
の
職
場
、
安
全
軽
視
の
経
営
姿

勢
な
ど
を
聞
き
、「
こ
ん
な
会
社
に
す
る
た
め
に
改
革
に
汗

し
た
わ
け
で
な
い
」
「
安
全
は
大
丈
夫
か
」
「
こ
れ
で
は
地

域
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
Ｏ
Ｂ
と
言
え
な
い
」
な
ど
、
会
員
か

ら
怒
り
と
不
安
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
度
重
な
る
新
幹
線
の
ト
ラ
ブ
ル
で
「
お

客
さ
ま
に
不
信
と
不
安
を
、
社
員
に
は
不
満
と
怒
り
を
」

与
え
て
い
ま
す
。
直
接
安
全
を
守
っ
て
い
る
の
は
株
主
で

は
な
く
現
場
で
汗
し
て
働
く
社
員
で
す
。
従
っ
て
、
安
全

に
関
す
る
経
営
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
社
員
に
発
信
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
株
主
に
説
明
す
る
よ
う

な
言
葉
を
並
べ
て
も
、
社
員
は
安
全
確
保
の
た
め
、
何
を

す
べ
き
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

  

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
７
月
、
グ
ル
ー
プ
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
「
勇

翔
２
０
３
４
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
グ
ル 

              

ー
プ
経
営
理
念
か
ら
「
安
全
」
の
言
葉
が
消
え
ま
し
た
。

会
社
は
「
安
心
」
と
言
う
言
葉
に
し
た
と
言
っ
て
い
ま
す

が
現
場
で
は
、
疑
問
の
声
が
上
が
り
混
乱
し
て
い
ま
す
。 

国
土
交
通
省
は
安
全
対
策
に
関
し
、「
事
故
は
本
社
の

会
議
室
で
発
生
」。
ま
た
、「
事
故
の
源
流
を
遡
る
と
本
社

の
事
業
計
画
に
到
達
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
会
社
に
は
、

新
幹
線
ト
ラ
ブ
ル
を
含
む
こ
の
間
の
事
象
を
捉
え
返
し
、

お
客
さ
ま
の
信
頼
を
取
り
戻
す
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
で
「
経
営
管
理
部
門
と

現
場
の
橋
渡
し
役
で
あ
る
現
場
管
理
部
門
の
役
割
が
大
き

い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
経
営
ト
ッ
プ
の
安
全
に

関
す
る
思
い
、
考
え
方
が
現
場
管
理
者
に
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
。
経
営
管
理
部
門
の
考
え
方
を
現
場
に
理
解
し
や
す

く
現
場
視
線
で
伝
え
る
力
が
求
め
ら
れ
る
現
場
管
理
者

は
、「
安
心
の
な
か
に
安
全
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
も
、
現

場
社
員
に
何
を
伝
え
て
よ
い
か
戸
惑
う
だ
け
で
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
は
国
鉄
改
革
の
精
神
を
忘
れ
ず
、
会
社
を
よ
く

す
る
た
め
に
奮
闘
す
る
現
役
の
取
り
組
み
を
支
え
ま
す
。 

 

 

地
球
温
暖
化
、
気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象
、
自
然
災

害
は
甚
大
化
し
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管

内
で
は
、
津
軽
線
・
花
輪
線
・
陸
羽
東
線
な
ど
が
自
然
災

害
に
よ
っ
て
一
部
区
間
が
未
だ
不
通
で
、
米
坂
線
に
至

っ
て
は
今
も
復
旧
に
着
手
せ
ず
、
利
用
者
に
迷
惑
と
不

便
を
か
け
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
近
年
の
気

候
変
動
に
対
す
る
危
機
感
が
弱
く
、
十
分
な
対
策
を
取

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、
早
期
の
鉄
道
で
の
復
旧

と
、
災
害
対
策
の
強
化
で
す
。
利
用
者
に
不
便
を
か
け
続

け
た
り
、
二
次
交
通
の
課
題
解
決
と
言
っ
て
、「
空
飛
ぶ

車
」
を
飛
ば
す
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

経
団
連
は
、
巨
大
地
震
に
備
え
た
総
合
対
策
で
提
言

を
ま
と
め
ま
し
た
。
永
野
経
団
連
副
会
長
は
「
世
界
は
自

然
災
害
で
年
間
約
35
兆
円
の
経
済
損
失
を
出
し
て
い

る
。
日
本
は
約
２
割
を
占
め
る
災
害
大
国
。
企
業
活
動
の

途
絶
は
日
本
経
済
、
人
々
の
生
活
の
継
続
に
も
直
結
、
防

災
・
減
災
に
取
り
組
む
の
は
責
務
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。
会
員
企
業
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
は
、「
防
災
・

減
災
」
の
取
り
組
み
強
化
を
求
め
ま
し
よ
う
。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
７
月
26
日
、
第
29
回
解
散
総
会
を
各
支

部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
総
勢
70
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。 

会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
今
後
の
会
員
の
加
入
も
見
込
め
な

い
な
か
「
体
力
が
あ
る
う
ち
に
解
散
」
と
表
明
し
て
３
年
間
、
支

部
・
分
会
Ｏ
Ｂ
会
と
の
議
論
を
積
み
重
ね
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

山
崎
会
長
か
ら
「
私
た
ち
の
運
動
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
多

く
の
仲
間
に
出
会
え
た
こ
と
、
力
を
も
ら
っ
た
こ
と
、
力
を
与
え

た
こ
と
を
誇
り
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
各
々
の
場
で
奮
闘
し
よ

う
。
そ
の
意
味
で
終
着
駅
は
始
発
駅
に
な
り
ま
す
。
お
互
い
に
新

た
な
出
発
を
誓
い
合
お
う
。
こ
れ
か
ら
も
労
働
者
魂
を
貫
い
て

闘
い
続
け
よ
う
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

委
員
か
ら
は
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
結
成
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
、
レ

ク
や
飲
み
会
、
会
員
の
相
互
扶
助
と
見
守
り
、
組
織
分
裂
を
策
し

た
者
た
ち
と
の
た
た
か
い
、
選
挙
闘
争
、
原
発
再
稼
働
反
対
、
平

和
を
希
求
す
る
た
た
か
い
な
ど
を
展
開
し
、
仲
間
た
ち
と
の
絆

を
強
め
て
き
た
。
そ
の
こ
と
を
財
産
に
、
今
ま
で
以
上
に
健
康
を

気
遣
い
な
が
ら
地
域
で
た
た
か
う
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、「
ア
ピ
ー
ル
」
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
新
潟
地
本

Ｏ
Ｂ
会
28
年
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
尚
、
約
１
５
０
名
が
本
部

Ｏ
Ｂ
会
員
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
今
後

本
部
Ｏ
Ｂ
会
が
連
絡
窓
口
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
！ 

   
 

             

７
が
つ
２
６
に
ち 

       

消
え
た
「
安
全
」！
事
故
は
本
社
の
会
議
室
で
発
生
！ 

  

 

豪
雨
災
害
か
ら
、
完
全
復
旧
に
程
遠
い
現
実 

  

鉄
道
を
愛
し
、
た
だ
会
社
を
良
く
し
た
い
だ
け
！ 

  

 

終
着
駅
は
始
発
駅
！
こ
れ
か
ら
も
労
働
者
魂
を
貫
こ
う
！ 

横
浜 

東
京 

 

会 
 

長 

倉
茂 

 

茂 

大
船
支
部 

副

会

長 

杉
永 

哲
也 

小
田
原
支
部 

副

会

長 

小
沢 

教
久 

大
船
支
部 

事
務
局
長 

関
根 

章
弘 

川
崎
支
部 

  

           

新体制 

 会 
 

長 

小
林 

富
夫 

東
日
本
メ
デ
ィ
ア 

副

会

長 

家
後 

政
雄 

田
町
運
転
区 

副

会

長 

末
重 

 

博 

地
本
Ｏ
Ｂ 

事
務
局
長 

樋
口 

晃
司 

日
本
ホ
テ
ル 

 

        

新体制 

 

燦然と輝くＯＢ会２８年の歴史で培
ったＪＲ東労組新潟地本ＯＢ会精神

マニズムを貫き、これからも健康で

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


